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（奥から１区、２区） 

発掘調査が終了しました 
 平成２６年８月１１日をもちまして、野添大辻遺跡第３次調査は遺跡現場での作

業を終了しました。平成２４年度から行われた現地発掘調査は、これで一旦終了と

なります。 

 ７月１２日（土）には、炎暑の中、県外を含む８４名の方の参加をいただき、現

地説明会を開催しました。    （詳細）野添大辻遺跡の現地説明会を開催しました 



３区の発掘調査 
 

 

 現地説明会ののち

には、残っていた３

区の発掘調査を進め

ました。 

 この区からも室町

時代の掘立柱建物の

跡が見つかっていま

す。  

 

 

 

 

 

 

（西から撮影） 

室町時代の掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物 

 １区、２区、３区からそれぞれ１棟の掘立柱建物を確認しました。（写真は２区） 

掘立柱建物跡 



石組井戸 
 

調査の最後に、１区の北西端の石組井戸を断ち割って記録を取りました。 

 

２０～３０

ｃｍ大の平ら

な石を積み上

げて作られて

おり、３ｍ近

い深さがあっ

たと考えられ

ます。 

上部の石組

みは崩れてお

り、調査では

１．５ｍ程が

確認できまし

た。 

 
 

 

井戸の底は細かい砂の層です。 

きれいな水

が、絶え間な

く湧き出てき

ています。 

戦国時代の

土師器
は じ き

（鍋）

や陶器の壺の

破片が出土し

ましたが、

曲物
まげもの

（木製の

枠）などの施

設は残ってい

ませんでした。 
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発掘調査を終えて 

 

 今回の調査により、室町時代の熊野脇道に

沿った村落の様子や人々の生活が少しずつ

明らかになってきました。 

 今後は、出土した遺物の分析や研究により、

さらに遺跡の実像に迫っていきたいと思い

ます。 


